
和元年度（対面）応募状況 令和３年度（オンライン）応募状況

希望者数
倍率

（希望者数／
定員）

定員 希望者数
倍率

（希望者数／
定員）

定員

国際社会青年育成事業 107 2.97 36 40 1.25 32

日本・中国青年親善交流事業 53 2.12 25 37 1.48 25

日本・韓国青年親善交流事業 51 2.04 25 44 3.7 12

「東南アジア青年の船」事業 111 2.85 39 96 3.6 27

「世界青年の船」事業 387 3.23 120 109 2.7 40

計 648 2.41 269 226 1.66 136

１. 日本青年の応募状況について（令和元年度、令和３年度との比較）

※ 参加申込書に記載されている内容を基に内閣府青年国際交流担当室で作成
※ 応募者数とは、内閣府青年国際交流事業の参加申込書を提出した者であり、参加申込書提出後に選考を辞退した者も含む。
※ 各事業の希望者数の合計は、事業を併願する者を除いて実人数を計上しているため、各事業の希望者数と一致しない。

（単位：人）
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令和元年度（対面）応募者数 令和３年度（オンライン）応募者数

学生 ５２３ 人 ８１．２ ％ １６８ 人 ７４．３ ％

社会人 １０１ 人 １５．７ ％ ５２ 人 ２３．０ ％

その他 ２０ 人 ３．１ ％ ６ 人 ２．７ ％

計 ６４４ 人 １００ ％ ２２６ 人 １００ ％

男 ２１０ 人 ３２．６ ％ ４６ 人 ２０．４ ％

女 ４３４ 人 ６７．４ ％ １７８ 人 ７８．８ ％

計 ６４４ 人 １００ ％ ２２４ 人 ９９．１ ％

２. 日本青年の応募状況について（令和元年度、令和３年度の応募者の属性）

※ 参加申込書に記載されている内容を基に内閣府青年国際交流担当室で作成
※ 応募者数とは、内閣府青年国際交流事業の参加申込書を提出した者であり、参加申込書提出後に選考を辞退した者も含む。
※ 令和元年度については、都道府県等の一次選考で非通過者４名の属性を聴取していないため応募者数から除いている。
※ 令和３年度事業については、参加申込書の性別欄に「無記載でも可」とし、一部性別を聴取していないため、男女の合計が１００％とならない。
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 令和元年度内閣府青年国際交流事業参加申込書にて、「内閣府青年国際交流事業を知ったきっかけ」を調査

7.6％
13％

2.3％

6.1％

1.1％

23.1％

8.4％

31.2％

6.1％

7.5％

45.8％

29.2％

0 10 20 30 40 50

その他 ※
Facebookを見て

リーフレットを見て
ポスターを見て

地方公共団体の広報を見て
所属先（大学・勤務先等）の広報媒体を見て

日本青年国際交流機構（IYEO)のホームページを見て
内閣府ホームページを見て

帰国・事業報告会に参加して
事業説明会に参加して
既参加青年からの紹介

親族、友人（既参加青年を除く）からの紹介

内閣府青年国際交流事業を知ったきっかけ（複数回答可）

※ （以下その他の内訳）
◦Instagram（内閣府のものではない）

広告を見て：14人
◦ヤフーバナー広告を見て：5人
◦既参加青年の書籍やブログを見て：5人
◦国際交流について検索して：2人
◦日本青年国際交流機構（IYEO）の

メールマガジンを見て：１人
等

３. 令和元年度内閣府青年国際交流事業募集に係る広報効果について

多い順に、①既参加青年からの紹介 ②内閣府HP ③親族、友人（既参加青年を除く）からの紹介という結果に
人から人への紹介が多い中で、内閣府の取組であるポスター掲示や事業説明会等の広報活動を端緒としたものが、割合

として低い。
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 令和３年度内閣府青年国際交流事業参加申込書にて、「内閣府青年国際交流事業を知ったきっかけ」を調査

5.9％
3.4％

0.3％

0.6％

0.6％

25.8％

7.6％

20.2％

4.2％

2.5％

16.9％

12.1％

0 5 10 15 20 25 30

その他 ※
Facebookを見て

リーフレットを見て
ポスターを見て

地方公共団体の広報を見て
所属先（大学・勤務先等）の広報媒体を見て

日本青年国際交流機構（IYEO)のホームページを見て
内閣府ホームページを見て

帰国・事業報告会に参加して
事業説明会に参加して
既参加青年からの紹介

親族、友人（既参加青年を除く）からの紹介

内閣府青年国際交流事業を知ったきっかけ（複数回答可） ※ （以下その他の内訳）
◦再受験した：４人
◦教授からの紹介（講義内等）：４人
◦大阪青年赤十字奉仕団からの紹介：１人
◦神戸青年赤十字奉仕団からの紹介：１人
◦ガールズスカウト日本連盟からの紹介：１人
◦日本作業療法学会セミナーに参加して：１人
◦事後活動報告メールを見て：１人
◦所属大学のメールマガジンを見て：１人
◦日本青年国際交流機構（IYEO）の

メールマガジンを見て：１人
◦Twitterの広告からアクセスして：２人
◦Instagram（内閣府のものではない）

を見て：２人
◦ネット検索して：１人

４. 令和３年度内閣府青年国際交流事業募集に係る広報効果について

多い順に、①所属先（大学・勤務先等）の広告媒体 ②内閣府HP ③既参加青年からの紹介という結果に
①については、今年度受注業者を通じて、全国250の大学に広報の協力依頼を行った結果が反映されたものと思料
③及びIYEOのHPについても、IYEO会員への周知によるものと考えられる。
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応募期間2月初旬～3月下旬

都道府県・青少年団体
応募受付・第１次選考

3月下旬～4月中旬
※応募先による

内閣府 第２次選考
（東京・大阪会場）

5月中旬～7月上旬

事前研修
参加青年最終決定6月～9月

※第2次選考合格者は、事前・出発前・事後研修全ての日程への参加が必要。第二次選考試験当日に誓約書の提出が必要
※第2次選考合格者は、全日程への参加について、職場や学校の同意が必要
※参加費のほか、選考に係る費用や研修参加のための旅費などは個人負担

応募者は、都道府県・青少年団体に応募書類を提出
• 参加申込書（履歴書に相当）
• 作文
• 健康診断書

５. 日本青年選考の流れ（令和元年度 対面での交流事業を実施した際の例）

推薦

選抜

申込
テーマ1：志望動機
テーマ2：本事業の参加青年として参加することになった場合、

①事業の活動の中で何をしたいか
②帰国後その経験をどのように生かすか

都道府県・青少年団体が応募書類を基に第１次選考を行い、
選考を通過した者が、内閣府に報告される。
→ 詳細次ページ

東京近郊で合宿形式で実施
事前研修の結果を踏まえ、日本参加青年を最終的に決定し、
研修修了時に参加決定証を交付

内閣府において、下記試験を東京・大阪会場で実施
→ 詳細次ページ
1. 筆記試験（択一式教養試験、小論文）（60分）
2. 英語グループ面接試験（20分）※日中・日韓事業を除く
3. 個人または集団面接試験（20分）+グループディスカッション（10分）
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※第2次選考合格者は、事前・出発前・事後研修全ての日程への参加が必要。第二次選考試験当日に誓約書の提出が必要
※第2次選考合格者は、全日程への参加について、職場や学校の同意が必要
※参加費のほか、選考に係る費用や研修参加のための旅費などは個人負担

６. 日本青年選考試験内容（令和元年度 対面での交流事業を実施した際の例）

1. 筆記試験（60分）
（択一式教養試験）
= 主に、時事問題、事業に関連する国の地理・歴史、数的処理、そのほか日本の代表青年とし

て知っておくべき知識から出題
（小論文）
= 事業に関連する事項から出題、国際交流一般の論点や、事業特有の論点について問う内容

2. 英語集団面接試験（20分）※日中・日韓事業を除く
= 自分の考えを英語で相手に伝えることができるかどうかを確認

3. 個人または集団面接試験（20分）+グループディスカッション（10分）

都道府県・青少年団体が応募書類を基に第１次選考実施
内閣府は、以下の観点での選考を依頼、選考方法は、各都道府県等で異なる。
①事業の目的・プログラムを理解しているか
②派遣青年としてふさわしい資質を有しているか
③国際交流活動、青少年活動等に取り組む意欲を有しているか
④健康状態が良好か
⑤英語力を有しているか（日中・日韓事業を除く）

応募期間

都道府県・青少年団体
応募受付・第１次選考

内閣府 第２次選考
（東京・大阪会場）

事前研修
参加青年最終決定

推薦

選抜

申込

1.2.の合計よりも面接の
比重を高く設定

6
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各国政府へ
選任・推薦依頼

各国において青年選考

選任・推薦された
青年名簿が接到

参加青年
最終決定

各事業の実施要領において、外国青年の要件を設定
・共同事業（日中、日韓、東ア）は、相手国政府が参加青年を選任。
・主催事業（育成、世界船）の交流対象国には、外務省及び対象国の在外公館
を通じて参加青年の推薦を依頼。

７. 外国参加青年決定の流れ（令和元年度 対面での交流事業を実施した際の例）

各国において、参加青年の選考を実施 → 詳細次ページ
（世界船事業の場合は、当該国の事後活動組織の協力又は意見を求めることが
望ましい旨伝達している。）

主催事業について、各国から推薦を踏まえて内閣府が外国参加青年を最終決定

各国での選考を経て、選任・推薦された青年の名簿が内閣府に接到
（主催事業は、各国政府が在外公館と協議の上推薦し、外務省を通じて通達）
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外務省
在外公館

各国政府は
在外公館と
協議の上
推薦

主催事業（世界船）
の流れ

共同事業（東ア）
の流れ

＜外国参加青年の要件＞ ※ 一部抜粋
① 年齢18歳～30歳 ② 心身ともに健康な者 ③ 全日程に参加できる者
④ 日本に対して関心と理解のある者 ⑤ 規律ある団体行動ができる者
⑥ プログラムを円滑に行う英語力（日中・日韓事業を除く）
⑦ 訪問国（参加国）に対する関心・理解がある者
⑧ 青少年団体等で活動を行っている者や今後活動が期待できる者（主催事業）



各国政府へ
選任・推薦依頼

各国において青年選考

選任・推薦された
青年名簿が接到

参加青年
最終決定

８. 各国での参加青年選考の例（令和元年度 対面での交流事業を実施した際の例）
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外務省
在外公館

各国政府は
在外公館と
協議の上
推薦

主催事業（世界船）
の流れ

共同事業（東ア）
の流れ

＜倍率が高い国の選考方法の例（世界船：メキシコ）＞
① 応募書類等として履歴書、作文、自己PRビデオを提出させ、それらに基づき選考
② 語学（英語）、一般教養試験実施
③ 社会奉仕活動等へ派遣・従事
（「Food Bank」と呼ばれる貧困層へ食料を提供する

非営利団体でのボランティア活動や、辺境地に往訪
し、住居の塗装や、学校施設等の清掃活動を実施）

④ 心理テスト（パーソナリティ診断）と２日間の合宿研修
⑤ 政府、在外公館、事後活動組織による最終面接

各国での選考倍率について
外国参加青年の選考倍率について、令和元年度の状況を各国に聴取したところ、
東ア船事業……高い国で190倍、低い国で３倍程度
世界船事業……高い国で208倍、低い国で10倍程度
育成事業……1倍程度
※ 記録が残っている国からの回答に基づく

各国での選考方法ついて
選考方法としては、主に書類選考、筆記試験、面接試験が行われているほか、
一部の国においては、最終試験前に合宿形式の選抜が行われている例あり。

社会奉仕活動として、住居塗装、学校施設等の清掃活動を実施している様子
（→）



９. 各国での参加青年募集・広報の状況及び苦慮している点等
これまでの募集・選考について 資料３

各国での参加青年の募集・広報の状況について
各国の取組状況について聴取したところ、
各国政府・在外公館公式のSNSでの募集告知や、現地の事後活動組織

に対して政府から広報協力依頼を行っている例が多く見られた。
そのほか、大学への広報協力依頼、事業説明会の実施、大使館等主催

の日本フェスティバルへの出展、既参加青年がテレビ、ラジオ、新聞等
のメディアに働きかけ、募集広報している例も見られた。

「ニュー・ストレーツ・タ
イムズ」2020年1月15日の
記事から引用（※）

記事には事業の概要、参加
青年へのインタビューのほ
か、事業募集内容、参加要
件、選考方法について紹介
されている。

※ マレーシアで発行されている英字新聞、当該記事のリンクは右記参照 https://www.nst.com.my/education/2020/01/556734/voyage-discovery-and-exposure

募集・選考において苦慮している点について
各国に対して、募集選考において苦慮している点等につ

いて聴取したところ、下記の意見あり。

・選考や募集に係る準備期間が短い
・応募者のうち、男性が女性の半分以下で、女性にとっ
ては特に競争率が高い状況

・（育成事業において）交流テーマによっては、当該分
野に興味関心の度合いが高い参加青年が少なく、結果
として応募数が少ない状況だった。

・ 交流プログラムの詳細が決まる前に募集が開始され
るため、効果的な募集選考ができなかった。

そのほか、内閣府の青年国際交流事業に対する意見
として、下記のとおりあった。

• ASEAN及び日本の青年達にとってとても魅力的で有意義な
プログラムである。青年にとっても国家にとって大変有益な
ものを与えてくれるこのプログラムがこれからも続いていく
ことを望む。
（東ア船：インドネシア）

• 日本の政府および関係者が、支援や調整を行い、メキシコ
青年が再び協働するため親切に準備を進めていただいたこと
に感謝する。（育成：メキシコ）
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